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要　旨
　本文は冒頭から活字を組んでいくが、この作業を繰り返していっても巻末の最終ページが「ペ
ージいっぱいの表示」になるとは限らない。余白や白ページが出来てしまうことがある。そうす
ると著者によっては新しく文章を書いて埋めたりしたが、全ての著者がそうした仕事をしてく
れるとは限らない。出現する白ページを埋める作業の多くは印刷者の仕事であった。しかし印刷
者が著者のように文章を連ねることは一般的には許されないので、残された手段として木版を
使って白ページを埋めようとしたのである。
　ド・ウォード本の巻末に木版が多用されている。それは彼が白ページを埋めようと苦労した
結果であり、不用意に木版で巻末を飾ろうとしたわけではなかった。彼は本文ページを「ページ
いっぱいに表示」するという表示原則を巻末の白ページにまで適用していたのである。（続く）
28．巻末の白ページ
　ド・ウォードが標題紙を「ページいっぱいに表示」しようとしたことは前述した通りであるが、
この原則は彼の本作りにどんな影響を及ぼしたのであろうか。
　本文は冒頭から順番に活字組みをし、ページがいっぱいになると次のページへと進んでいく。
この作業を繰り返すことによって、全てのページがくみ上がる。しかしこうした作業を繰り返し
たからといって、巻末が自動的に「ページいっぱいの表示」になるわけではない。初期英語本の
余白や白ページについて、ベネットは次のように言っている。
植字工は中間で調整をしないで、巻末にまとめたままにしたので、印刷者はそこを様々な「埋
め草」で埋めた。（34）
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　そして埋め草の例として著者の行った追加文を例示している。「何もしなければ空白（voide）の
ままに終わってしまうので、この場所で友人の選び方や遇し方について一言述べたからと言って
何ら人を傷つけたり、気分を害したりすることは無いはずだ」とエリオット（Sir Thomas Elyot）
は 1531 年に追加文の必要性を訴えている（35）。あるいは「空白となるくらいなら本文中の難解な
語句に注釈を加えておく」（1553 年）といった言葉も聞かれた。（36）
　エリオットの言っている「空白」にはどんな意味が含まれているのであろうか。本文は冒頭か
ら巻末に向けて順番に活字組みをしていく。もし 1 ページずつ印刷するのであれば、本文の終了
に合わせて紙の使用も終わるので、白ページは最大でも 1 ページで済む。しかしこのような方法
で本を印刷することはない。大型本でない限り、普通は片面で 8 ページあるいは 16 ページなどの
複数ページをいっぺんに印刷するので、本文が終わったにもかかわらず、後に大量の白ページが
残ることがある。白ページが大量に発生するのは複数ページを同時に印刷（折丁単位に印刷）す
るときに起こる問題だったのである。
　本とは本来情報を伝えるための入れ物であるから、情報を何も示さないページを用意する必要
はない。にもかかわらず巻末に余白や白ページができたとすれば、本作りに失敗した不名誉な証
拠になってしまう。それを避けるには証拠の隠滅を図るしかない。白ページを埋めるのは無駄な
仕事のように見えるが、決して軽んじることの出来ない作業だったはずである。
　しかし巻末に白ページが大量に発生するからといって、総ての著者が、エリオットのような配
慮を心がけたわけではない。面倒くさく思う著者のほうが多かったはずである。著者の協力で本
文を細工したり、文章を追加したりすることができないとなれば、印刷者だけで白ページを埋め
る細工をせざるを得ない。
　巻末にはどんな形で白ページが出現するのであろうか。その様子は表 28-1 で「後」と表示した
項に示した通りである。この表で使用している C1、G1 と言った略語を説明すると表 28-2 とな
る。この表をさらに要約したのが表 28-3 である。
　表 28-3 とは、表中の見出しからわかるように、最終「折丁」の最後の 4 ページの様子を表して
いる。「最終活字ページ」、「最終活字ページ＋白ページ」、「最終活字ページ＋白ページ＋白ペー
ジ」、「最終活字ページ＋白ページ＋白ページ＋白ページ」である。巻末の白ページといっても、
いわゆる、最終活字ページだけでなく、その後の白ページも含んでいる。
　表 28-3 で「最終活字ページ」とは最終折丁の巻末ページで、且つ最終活字ページのことであ
り、表 28-2 に当て嵌めれば、C 形になる。この表示形は 4 種類（C1、C2、C3、C4）あり、それ
らに対応するのが図 28-1、図 28-2、図 28-3、図 28-4 である。図 28-1（C1）を見ると、最終活
字ページは活字が 3 行で終わっているため、下部の大きな余白には絵がはめ込まれている。この
表示形式に果たす絵の機能は標題紙表示で述べたとおりである。図 28-2（C2）の場合は最終活字
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ページがページいっぱいに活字組みされている。そして図 28-3（C3）でも下部に余白があるが、
奥付は逆三角形の「図柄表示」になっている。この「図柄表示」の機能についても前述した通り
である。従ってこれら 3 表示形はいずれも「ページいっぱいの表示」をしていることがわかる。
なお、奥付表示については第 38 項で扱っている。
最終活字ページ＋白＋白＋白 最終活字ページ＋白＋白 最終活字ページ＋白 最終活字ページ
C欄 ○
GとH欄 ○ 白
PとQ欄 ○ 白 白
R 欄 ○ 白 白 白
「○」：最終活字ページ
表 28-3：最終活字ページの位置
表示形 最終前前前 最終前前 最終前 最終ページ
C 1  A（絵）
2  A（F）
3  A（▽）
4  A（余白）
G 1 A（絵）      絵
2 A（F）      絵
3 A（▽）      絵
4 A（余白）      絵
H 1 A（絵）      白
2 A（F）      白
3 A（▽）      白
4 A（余白）      白
P 1 A（絵）   絵      絵
2 A（F）   絵      絵
3 A（F）   白      絵
4 A（▽）   絵      絵
5 A（▽）   白      絵
6 A（余白）   絵      絵
7 A（余白）   白      絵
Q 1 A（絵）   絵      白
2 A（F）   絵      白
3 A（▽）   絵      白
4 A（余白）   絵      白
R 1  A（絵）   絵   絵      絵
表 28-2：「表 28-1」の「後」の項の整理表
A :最終活字ページ
絵 :木版画、木版書名、
　　 印刷者マーク
F :最終活字ページは最終行
　　 まで活字印刷
▽ :印刷ページの下部の奥付
　　 が図柄表示されている
余白:最終活字ページの下部は
　　 余白のまま
白 ：白ページ
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　ところが図 28-4（C4）では最終活字ページの下部が余白のままで、埋められていない。これら
4 表示形の使用頻度（表 28-4）を見ると、「C1」が 108 件、「C2」が 72 件、「C3」が 24 件である。
それに対して「C4」は 15 件にすぎない。C4 は「C」形の例外表示ではないだろうか。C 形は折
丁の最終活字ページまで「ページいっぱいの表示」を目指していたのである。
29．巻末前の 1白ページ
　次は「最終活字ページ＋白ページ」である。この形には G 形と H 形がある。G の表示形は 4 種
類（G1、G2、G3、G4）あり、それらに対応するのが図 29-1、図 29-2、図 29-3 そして図 29-4 で
ある。G 形でも最終活字ページの表示形は C 形と変わらない。従って G1、G2 そして G3 の最終
図 28-1（stc. 3261, 1494 年）（C1） 図 28-2（stc. 253, 1508 年）（C2）
図 28-3（stc. 25533, 1523 年）（C3） 図 28-4（stc. 5759a, 1496 年）（C4）
C1 C2 C3 C4 G1 G2 G3 G4 H1 H2 H3 H4 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P’’ Q1 Q2 Q3 Q4 Q5
108 72 24 15 27 57 40 77 11 3 8 12 2 14 18 5 7 2 6 2 1 1 1 1
表 28-4：巻末で使用された表示形の使用件数
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活字ページは「ページいっぱいの表示」になっている。加えて G 形は、図 29-1-2 の左ページの
ように、どの表示形も折丁の最終ページ（白ページ）に絵が 1 つ印刷されている。白ページに
「絵」だけ印刷されていても、活字ページに付された絵であっても、絵の果たす「ページいっぱい
の表示」機能は変わらない。従って G1、G2、G3 も「ページいっぱいの表示」をしていることに
なる。
　ところが図 29-4-1 の右ページからわかるように、G4 形の最終活字ページの下部は余白のまま
で、埋められていない。このままでは先の 3 表示形と異なった形になってしまう。ところが使用
頻度を表 28-4 で比べると、G1、G2、G3、G4 はそれぞれ 27 件、57 件、40 件そして 77 件なので、
G4 形が最も頻繁に使われている。G4 は公式に使用されていると見てよい。とすれば G4 は先の
3 表示形と同等に扱う必要がある。図 29-4-2 の左ページからわかるように、G4 の巻末ページに
は絵が印刷されていることから、これをもって最終折丁の最終ページまで印刷したとみなし、途
中の余白を無視しようとしたのではないだろうか。基本的にはページごとに「ページいっぱいの
表示」を目指すが、時には折丁の最終ページを「ページいっぱいの表示」にすることで、中間の
余白は無視するという手抜きを考えたのである。この仮説についてはさらに後述する。
図 29-1-1（stc. 14864.5, 1515 年）（G1） 図 29-1-2（stc. 14864.5, 1515 年）（G1）
図 29-2-1（stc. 10081, 1508 年）（G2） 図 29-2-2（stc. 10081, 1508 年）（G2）
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　H の表示形は 4 種類（H-1、H2、H3、H4）で、それらに対応するのが図 29-5、図 29-6、図
29-7、図 29-8 である。最終活字ページの様子は C 形と同じであるが、いずれも巻末ページが白
ページのままで、埋められていない。しかし G 形の使用件数が合計 201 件であるのに対して、
H1、H2、H3、H4 は 11 件、3 件、8 件、12 件の合計 34 件なので、この総数は G 形の総数 201 件
の約 1/6 弱である。巻末に 1 白ページのある表示形も、基本的には「ページいっぱいの表示」に
努めていたと見てよい。
図 29-3-1（stc. 6573, 1511 年）（G3） 図 29-3-2（stc. 6573, 1511 年）（G3）
図 29-4-1（stc. 11613, 1502 年）（G4） 図 29-4-2（stc. 11613, 1502 年）（G4）
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30．巻末前の 2ページ
　3 番目（P および Q 形）は「最終活字ページ＋白ページ＋白ページ」である。巻末に白ページ
が 2 ページもあるため、P 形が 7 種類そして Q 形は 4 種類と多様化する。
　P 形でも最終活字ページの表示形は C 形のそれと同じである。図 30-1（P1）では最終活字ペー
ジの下部余白に絵が印刷されている。そして次のページさらに後のページにも絵が印刷されてい
る。図 30-2（P2）では最終活字ページがページいっぱいに活字組みされ、残りの 2 ページには絵
が印刷されている。図 30-4（P4）では最終活字ページの下部が活字で図柄表示され、残りの 2 ペ
ージには絵が印刷されている。従ってこの 3 表示形はどの 3 ページも「ページいっぱいの表示」
になる。
　ところが図 30-3（P3）と図 30-5（P5）は中間のページが白ページのままで、埋められていな
い。図 30-6（P6）は、その逆に、最後の 2 ページに絵がはめ込まれているが、最終活字ページは
図 29-5（stc. 21335, 1499 年）（H1） 図 29-6（stc. 23161, 1530 年）（H2）
図 29-7（stc. 25572, 1521 年）（H3） 図 29-8（stc. 12472, 1502 年）（H4）
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ページいっぱいの表示になっていない。図 30-7（P7）ともなると、最終活字ページの下部が余白
のままであるばかりでなく、次のページも白ページである。しかしこうした余白や白ページがあ
っても、P 形ではいずれも最終ページに絵が印刷されている。
　P 形の各使用件数も表 28-4 に示した通りである。表によると、巻末付近のページが埋められて
いる P1（2 件）、P2 （14 件）、P4（5 件）の合計が 21 件であるのに対して、余白の埋められてい
ない P3（18 件）、P5（7 件）、P6（2 件）、P7（6 件）の合計は 33 件なので、後者の方が使用件数
が多い。後者の 4 形も意識して使用されたと見てよい。
　巻末に 2 ページもの白ページが出来てしまうと、そこを「ページいっぱいの表示」にするのは
大変なことである。簡便には木版や印刷者マークで穴埋めをすることが考えられるが、それでも
手間のかかる事に変わりはない。穴埋めでしかない作業に手間をかけるのは無駄である。それを
避ける最大の方法は空白のままにしておくことであるから、この状態を容認する表示思想があれ
ばよいはずである。それが折丁の最終ページを埋めることで、折丁内は「ページいっぱいの表示」
図 30-1-1（stc. 5759, 1496 年）（P1） 図 30-1-2（stc. 5759, 1496 年）（P1）
図 30-2-1（stc. 3309, 1496 年）（P2） 図 30-2-2（stc. 3309, 1496 年）（P2）
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になるという考え方である。この表示思想を案出したおかげで、P3 や P5 のような中間の白ペー
ジ、あるいは P6 や P7 のような最終活字ページの下部の余白、その後の白ページといった、余白
表示を可能にしたのである。
図 30-3-1（stc. 24814, 1514 年）（P3） 図 30-3-2（stc. 24814, 1514 年）（P3）
図 30-4-1（stc. 25459, 1521 年）（P4） 図 30-4-2（stc. 25459, 1521 年）（P4）
図 30-5-1（stc. 3309, 1496 年）（P5） 図 30-5-2（stc. 3309, 1496 年）（P5）
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　Q 形には図 30-8（Q1）、図 30-9（Q2）、図 30-10（Q3）、図 30-11（Q4）の 4 種類がある。P 形
と同様に巻末に 2 白ページがあるが、最初のページは絵で埋めても、最後のページは白ページの
ままである。最初の白ページを埋めることで作業を完了させたことにし、さらに手抜きをしよう
としたのであろうか。もっとも Q 形は Q1（2 件）、Q2（1 件）、Q3（1 件）、Q4（1 件）の合計 5
件と、件数は少ない。それに対して P 形は P1（2 件）、P2（14 件）、P3（18 件）、P4（5 件）、P5
（7 件）、P6（2 件）、P7（6 件）の合計 54 件である。巻末に 2 ページの白ページがくる表示形も
「ページいっぱいの表示」を目指していたと見てよい。
　R 形は R1 の 1 種類（図 30-12）だけであるが、巻末に白ページが 3 ページもある。図 30-12-1
の右ページは奥付であるが、その下部の余白は木版で埋められ、残りの 3 白ページも木版で埋め
られている。R 形も「ページいっぱいの表示」を目指していることが分かる。
図 30-6-1（stc. 3309, 1496 年）（P6） 図 30-6-2（stc. 3309, 1496 年）（P6）
図 30-7-1（stc. 17104, 1499 年）（P7） 図 30-7-2（stc. 17104, 1499 年）（P7）
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図 30-8（stc. 20412, 1499 年）（Q1） 図 30-9（stc. 8415, 1519 年）（Q2）
図 30-10（stc. 25487, 1525 年）（Q3） 図 30-11（stc. 13439, 1495 年）（Q4）
図 30-12-1（stc. 3183.5, 1532 年）（R1） 図 30-12-2（stc. 3183.5, 1532 年）（R1）
18
跡見学園女子大学文学部紀要　第 43 号　2009
　巻末の白ページといえども、本文ページと同じ折丁内にあれば、本文ページの表示原則「ペー
ジいっぱいの表示」に従っていることがわかる。この原則がなければ、巻末に白ページが生じて
も、気にする必要はない。巻末に図柄が多出したのは折丁の最終ページまで使い切ろうとする努
力の表れだったのである。
31．巻末で使用する木版の種類
　巻末の白ページを埋めるのに「絵」が使用されたことは前述した通りであるが、「絵」の内訳を
表 28-1 を活用して見てみよう。「C1」は絵を１回使う形である。この形は全部で 108 件あるが、
その内、木版はわずか 7 点しかない（37）。残りはすべて印刷者マークである。C1 で「絵」を使う
場合、原則として印刷者マークを使っていることがわかる。
図 30-12-3（stc. 3183.5, 1532 年）（R1）
図 31-1-1（stc. 279, 1497 年） 図 31-1-2（stc. 279, 1497 年）
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　「絵」を 1 回使用する表示形は、その他に、「G2」（57 件）、「G3」（39 件）、「G4」（77 件）、「H1」
（11 件）、「P3」（18 件）、「P5」（7 件）、「P7」（6 件）、「Q2」（1 件）、「Q3」（1 件）、「Q4」（1 件）
がある。その内で木版を使用しているのは G2（4 件）、P3（1 件）、Q2（1 件）にすぎない（38）。そ
れ以外はいずれも印刷者マークを使用している。
　絵を 2 回使う表示形は「G1」（件 27）、「P2」（14 件）、「P4」（5 件）、「P6」（2 件）、「Q1」（2 件）
であるが、印刷者マークを 1 回使用する形が基本である。例外の 5 件では 2 つの絵にいずれも印
刷者マークが使われている（39）。
　「絵」を 3 回使った表示形（P1）は 2 点（図 30-1 そして図 31-1）しかないが、いずれも印刷者
マークの使用は 1 回にとどまっている。
　 「絵」を 4 点使った表示形（R1）は 1 点（図 30-12）あるが、印刷者マークは 1 回しか使って
いない。
　巻末に白ページがある場合、白ページが 1 ページでも、2 ページでも、印刷者マークは原則と
して 1 回の使用に留めていることがわかる。印刷者マークは自社の宣伝マークでもあるから、こ
のマークが「ページいっぱいの表示」と宣伝とを兼用したと考えることができる。はたしてそう
であろうか。
　これまではマークが巻末で表示されている場合に限定して取り上げてきた。これをもって印刷
者マークが必須の表示と言うことは出来ない。もしマークが自社の宣伝に欠かせないのであれ
ば、常に表示する必要がある。巻末に表示する場所がない（C2）からと言って表示しないのであ
れば、マークは必須の図柄ではなくなってしまう。もし巻末に表示スペースがないのであれば、
代替の表示場所として巻頭付近が考えられるので、そこでの表示の有無を見てみよう。
　表 28-4 によると、巻末が「ページいっぱいの表示」に終わっている C2 形は 72 件である。そ
の内、巻頭に印刷者マークを使った本は表 31-1 によると、わずか 13 件にすぎない。これでは印
刷者マークが必ず示さなければならない図柄とはいえない。それに件数は少ないが、1 白ページ
に木版（印刷者マークではない）を使っている C1 形も見かけることは前述した通りである。
　巻末の余白や白ページの有無によって印刷者マークの表示が左右されるとなれば、このマーク
の表示は偶然の産物でしかなくなる。これでは印刷者マークを必須の表示木版と見なすわけにい
かない。巻末の印刷者マークとは余白や白ページを埋めるのが第 1 目的であり、自社の宣伝は結
1502 1504 1510 1511 1514 1515 1516 1517 1518 1519 1520 1528
　stc
11603 16256 254 13831 13832 16126 25480 16128 13837 25513 P25479.14 13836
16125
表 31-1：C2 で標題紙に印刷者マークの表示がある本
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果的にその機能を果たすにすぎない。というより、印刷者マークは普通の木版のような何かを連
想させる図柄ではないので、「ページいっぱいの表示」をするために案出された最適の工夫といえ
る。自己主張（宣伝）が目的で使われるとしても、それはまだ後の時代のことになる。
　第 25 項で、ヴィンが活字による図形表示は印刷者マークの前触れだと指摘した点について補
足しておく。彼の指摘した表示形は、表 28-2 でいえば、G3、P4、P5、Q3 になるが、印刷者マー
クが使われるのはこの 4 表示形だけではない。例図に限ったとしても、図 28-1、29-1、29-4 のよ
うに、「文字で図柄表示」をしていなくても、マークは示されている。あるいは C3 や H3 のよう
に、図柄表示されていても、マークが表示されるとはかぎらない。彼の指摘が部分的であるばか
りでなく、不正確なことは明らかである。（続く）
注
（34）Bennett, H.S. English books ＆ readers, 1475 to 1557. 2nd ed.  Cambridge, At the Univ. Press, 1970. 
p.208
（35）ibid.　p.208
（36）ibid.　p.208
（37）絵を 1 回使用し、そこで木版を使用している本。
　C1 : stc.  278, 281, 15258, 19596, 23013, 15581, 24875
（38）木版を使用している本。
　G2 : stc.  9350, 287, 14924, 23153.10
　H1 : stc.  24876
　P3 : stc.  7010 
　Q2 : stc.  8415
（39）絵を 2 回使用し、そこに 2 木版が使用されている本。
　G1 : stc.  23877
　P2 : stc.  25488.5 
　P4 : stc.  25459, 25481, 25484
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